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小
説
「
白
い
巨

塔
」
に
２
人
の
対
照

的
な
人
物
が
登
場
す

る
。
立
場
は
共
通
性

が
あ
る
が
、
性
格
が

全
く
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
外
科

助
教
授
・
財
前
五
郎
と
、
内
科
助

教
授
・
里
見
脩
二
で
あ
る
が
、
前

者
は
自
己
顕
示
欲
が
強
く
、
教
授

に
な
る
た
め
に
は
手
段
を
選
ば

ず
、
権
謀
術
数
を
め
ぐ
ら
し
、
反

道
徳
的
な
行
為
で
も
結
果
が
良
け

れ
ば
正
当
化
さ
れ
る
と
思
う
人

物
、
対
す
る
里
見
は
、
全
く
逆
の

性
格
で
、
謙
虚
で
、
誠
実
で
要
領

の
悪
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
▼
同
時
代
に
対
照
的
な
人
物
が

実
在
す
る
と
、
歴
史
小
説
の
格
好

の
題ね

材た

に
な
る
。「
項
羽
と
劉

邦
」「
張

ち
ょ
う

九き
ゅ
う

齢れ
い

と
李り

林り
ん

甫ぽ

」、
本
邦

で
は
「
義
経
と
頼
朝
」
等
々
、
日

本
人
は
判ほ

う

官が
ん

贔び
い
き屓
と
い
う
弱
い
方

に
味
方
す
る
傾
向
が
あ
る
▼
唐
の

時
代
、
科
挙
に
合
格
し
た
張
九
齢

は
名
声
を
追
わ
ず
富
を
絶
ち
、
朝

廷
に
廉
恥
の
心
を
知
ら
せ
、
開
元

の
世
を
盛
ん
に
し
た
賢
相
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
李
林
甫
は

玄
宗
皇
帝
に
阿お

も

ね
、
張
九
齢
を
失

脚
さ
せ
て
、
後
に
安
史
の
乱
を
招

い
た
。
張
九
齢
は
公
憤
に
決
起
す

る
前
川
次
官
と
類
似
し
て
い
る
▼

安
倍
「
皇
帝
」
を
取
り
巻
く
人
物

に
は
「
前
川
」
vs
「
佐
川
」、
お

喋
り
男
「
籠
池
」
vs
沈
黙
し
て
い

る
安
倍
の
悪
友
「
加
計
」。
籠
池

は
、
口
封
じ
の
た
め
拘
留
中
。
一

方
の
加
計
は
、
秘
密
を
守
っ
て
獣

医
学
部
を
公
金
で
作
ら
せ
た
。

「
安
倍
皇
帝
」
の
周
り
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
ご
と
く
、
昭

恵
夫
人
を
含
め
個
性
的
な
人
物
が

蝟い

集し
ゅ
うし

て
い
る
。
森
友
版
安
倍
茶

番
劇
は
「
詐
川
4

4

」
な
る
大
根
役
者

が
本
当
の
こ
と
を
早
く
白
状
し
た

ら
終
了
す
る
。
そ
の
方
が
詐
川
4

4

本

人
に
と
っ
て
、
彼
の
家
族
に
と
っ

て
、
安
倍
暴
走
内
閣
を
終
了
さ
せ

て
天
下
万
民
の
た
め
に
な
る
（
鼻
）

医療圏の統合に反対！医療圏の統合に反対！

２０１８年(平成３０年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８７２号（１）

1872
2018年 3月15日

第34回地域医療を考える懇談会より
中播磨の医療の現状と課題

研
面
究

原発ゼロ求める集会に3000人

新春政策研究会講演録
「自民党改憲案の危険性」

２面

５面

８面

今 　 号　の　記　事今 　 号　の　記　事
保
健
医
療
計
画
で
狙
わ
れ
る

圏
域
の
統
合　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
ら
の
計
画
策
定
の
背
景
に

は
、
医
療
費
削
減
の
た
め
に
国
が

定
め
た
、
都
道
府
県
に
地
域
医
療

計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
る
医
療

・
介
護
総
合
法
や
、
高
齢
者
医
療

確
保
法
と
医
療
費
適
正
化
基
本
方

針
、
今
国
会
に
提
出
が
予
定
さ
れ

　

県
に
よ
る
病
床
削
減
な
ど
の
医
療
改
悪
を
食
い
止
め
る
―
―
。
協

会
は
、「
第
３
期
兵
庫
県
医
療
費
適
正
化
計
画
」「
第
３
期　

兵
庫
県

保
健
医
療
計
画
」「
兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画
（
第
７
期
介
護
保
険
事

業
支
援
計
画
）」
の
策
定
に
先
立
ち
、
兵
庫
県
が
実
施
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
意
見
を
提
出
し
た
。
県
民

医
療
の
充
実
へ
向
け
、
医
療
費
削
減
あ
り
き
で
は
な
く
、
地
域
住
民

の
医
療
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
た
計
画
を
策
定
す
べ
き
な
ど
と
指
摘
し

た
（
３
面
に
提
出
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
概
要
を
掲
載
、
８

面
に
関
連
記
事
）。

て
い
る
医
療
法
・
医
師
法
改
正
案

が
あ
る
。

　

兵
庫
県
は
、
こ
う
し
た
法
律
の

要
請
通
り
「
第
３
期
兵
庫
県
医
療

費
適
正
化
計
画
（
案
）」
で
も
、

「
今
後
医
療
に
要
す
る
費
用
が
過

度
に
増
大
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
具

体
的
な
数
字
と
し
て
県
は
、
県
民

医
療
費
が
こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場

合
、
２
０
２
３
年
に
は
２
兆
２
０

４
４
億
円
に
な
る
と
こ
ろ
、
医
療

費
適
正
化
に
よ
り
、
２
兆
１
８
４

３
億
円
（
▲
２
０
１
億
円
）
に
圧

縮
す
る
と
し
、
６
年
間
で
計
１
１

４
２
億
円
を
削
減
す
る
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
医
療
費
は
先

進
各
国
の
医
療
費
と
比
べ
る
と
、

高
い
高
齢
化
率
の
割
に
は
低
い
水

準
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
ま

た
医
療
従
事
者
の
不
足
も
深
刻

で
、
そ
れ
に
起
因
す
る
勤
務
医
を

中
心
と
し
た
過
重
労
働
な
ど
の
問

の
効
率
的
な
提
供
も
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
効
率
化
に
名
を
借
り
た
公

的
病
院
の
統
廃
合
や
機
能
縮
小
が

な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
医
療
費
抑
制
政
策
で
は
、
医

療
提
供
体
制
の
充
実
は
実
現
困
難

で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
計
画
で
は
阪
神
北
圏

域
と
阪
神
南
圏
域
、
中
播
磨
圏
域

と
西
播
磨
圏
域
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合

す
る
と
し
て
い
る
が
、
県
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
圏
域
の
統
合
を
行
わ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
ご
と
に
医

療
提
供
体
制
の
整
備
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

　

協
会
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と

め
、
３
月
初
旬
ま
で
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
た
。
提
出

の
際
に
は
協
会
役
員
に
保
健
医
療

計
画
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
寄
せ
ら
れ
た
医
療
現
場
の

声
を
県
に
届
け
た
。
協
会
が
提
出

し
た
意
見
を
受
け
、
兵
庫
県
が
ど

の
よ
う
に
計
画
を
変
更
し
て
い
く

の
か
。
協
会
は
引
き
続
き
医
療
提

供
体
制
・
国
民
医
療
の
充
実
を
求

め
、
県
や
国
に
対
し
、
要
請
を
行

っ
て
い
く
。

題
が
生
じ
て
い
る
。
本

来
で
あ
れ
ば
十
分
な
財

源
を
確
保
し
、
医
師
と

医
療
費
を
先
進
国
並
み

に
増
や
す
こ
と
こ
そ
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
第
３
期　

兵
庫
県
保
健
医
療
計

画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た

地
域
医
療
構
想
で
、
兵

庫
県
は
６
６
２
床
の
病

床
削
減
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス

姫路市

尼崎市

西宮市

芦屋市
伊丹市

宝塚市

三田市

川西市

赤穂市
相生市
たつの市

宍粟市

猪名川町
市川町

福崎町

神河町

太子町

上郡町

佐用町

但馬

播磨姫路

丹波

阪神

神戸東播磨

北播磨

淡路

西播磨
中播磨 阪神北

阪神南

合併 合併

兵庫県の医療・福祉計画に意見を提出

開催地 日　　時 会　　場

医
科
・
入
院
外

神戸① ３月22日（木）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

西　宮 ３月22日（木）14時～ 西宮市民会館大会議室

伊　丹 ３月22日（木）14時～ JEC日本研修センター伊丹６階会議室

加古川 ３月22日（木）15時30分～ 加古川商工会議所４階大会議室

小　野 ３月22日（木）14時～ 小野市うるおい交流館エクラ
大会議室

尼　崎 ３月23日（金）14時～ 尼崎市中央地区会館大ホール

神戸② ３月24日（土）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月24日（土）14時～ 姫路市市民会館中ホール

三　田 ３月24日（土）14時～ 三田市キッピーモール６階
多目的ホール

淡　路 ３月24日（土）15時～ 淡路市立しづかホール

豊　岡 ３月25日（日）14時～ 日高地区公民館１階
多目的ホール

明　石 ３月27日（火）14時～ アスピア明石北館９階
子午線ホール

医
科
・
入
院

神　戸 ３月22日（木）16時30分～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月24日（土）16時30分～ 姫路市市民会館中ホール

豊　岡 ３月25日（日）16時30分～ 日高地区公民館１階
多目的ホール

医科・在宅 ４月７日（土）15時30分～ 兵庫県農業会館10階101・102号
医
科
・
Ｑ
＆
Ａ

神　戸 ４月26日（木）15時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

豊　岡 ４月28日（土）15時～ 日高地区公民館２階８号室

介
護

豊　岡 ３月25日（日）11時～ 日高地区公民館１階
多目的ホール

神　戸 ３月29日（木）14時～ 兵庫県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月31日（土）14時～ じばさんびる９階901会議室

薬科 ４月14日（土）15時30分～ 協会６階会議室

歯
科

神戸① ３月18日（日）14時～ 兵庫県私学会館４階大ホール

姫　路 ３月21日（水・祝）10時30分～ じばさんびる９階901会議室

尼　崎 ３月21日（水・祝）14時30分～ 都ホテルニューアルカイック２階「あやめの間」

明　石 ３月22日（木）19時～ アスピア明石７階学習室704

伊　丹 ３月22日（木）19時～ JEC日本研修センター伊丹６階
大会議室

加古川 ３月24日（土）18時30分～ 加古川商工会議所４階大会議室

豊　岡 ３月25日（日）14時～ 日高地区公民館２階８号室

三　田 ３月29日（木）20時～ 三田市キッピーモール６階
多目的ホール

神戸② ４月８日（日）14時～ 協会５階会議室

歯科在宅・介護＊ ４月１日（日）14時～ 協会５階会議室

診療報酬・介護報酬改定　　診療報酬・介護報酬改定　　
　　　　　 研究会開催一覧　　　　　 研究会開催一覧

※ 「医科・入院」は入院外の内容を含みません。有床診療所の
入院料も「医科・入院」で扱います。

＊ 「歯科在宅・介護」は臨床談話会と併せて開催（案内は４面）

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

被
災
者
に
寄
り
添
い

生
活
再
建
求
め
て
い
く

東
日
本
大
震
災
７
年

談 話
　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

震
、
津
波
、
原
発
事
故
に
よ

り
、
１
万
６
千
人
近
い
人
々
が

命
を
奪
わ
れ
、
２
５
０
０
人
以

上
の
人
々
が
い
ま
だ
行
方
不
明

の
ま
ま
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、

被
災
者
と
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

７
年
が
経
過
し
た
と
は
い
え
、

自
死
や
孤
独
死
を
含
め
、
震
災

関
連
で
亡
く
な
る
方
は
増
え
続

け
、
ま
さ
に
災
害
は
進
行
中
と

言
え
ま
す
。

　

く
ら
し
の
基
盤
で
あ
る
住
居

を
奪
わ
れ
、
自
主
避
難
者
を
含

め
る
と
９
万
人
以
上
の
人
々
が

依
然
と
し
て
応
急
仮
設
住
宅
や

避
難
先
で
、
寒
い
冬
も
暑
い
夏

も
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
や
集
団
移
転
が
よ
う
や
く

終
わ
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
家

賃
減
免
措
置
の
期
限
切
れ
問
題

や
災
害
援
護
資
金
の
返
済
が
新

た
な
家
計
の
重
し
に
な
り
、
生

活
の
再
建
を
阻
み
、
将
来
の
不

安
を
増
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
特

に
、
放
射
能
汚
染
に
よ
り
故
郷

を
追
わ
れ
た
福
島
か
ら
の
県
外

「
自
主
」
避
難
者
を
、
支
援
さ

れ
る
べ
き
対
象
か
ら
除
外
す
る

政
策
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　

兵
庫
協
会
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
降
、
窓
口
負
担
免

除
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
制
定
と
改
正
、
災
害
援
護
資

金
制
度
の
運
用
改
善
と
返
済
免

除
を
求
め
、
災
害
者
救
援
施
策

を
全
国
的
運
動
と
し
て
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
23
年
を
経
た
今

で
も
、
借
上
復
興
住
宅
か
ら
の

入
居
者
の
追
い
出
し
問
題
や
、

災
害
援
護
資
金
の
返
済
免
除
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
被
災

地
へ
の
訪
問
活
動
、
健
診
や
コ

ン
サ
ー
ト
開
催
な
ど
を
継
続

し
、
兵
庫
県
内
で
は
避
難
者
の

健
診
事
業
も
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
全
国
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、

災
害
復
興
に
お
い
て
は
、
経
済

優
先
の
「
創
造
的
復
興
」
で
は

な
く
、
被
災
住
民
の
生
活
、
な

り
わ
い
、
暮
ら
し
の
再
建
が
最

優
先
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
東
日
本
大
震

災
被
災
者
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、
被
災
地
の
各
保
険
医
協
会

と
連
帯
し
て
、
住
民
の
「
命
と

暮
ら
し
」「
人
間
の
復
興
」
を

求
め
、
被
災
者
生
活
の
再
建
に

共
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
関
連
記
事
を
２
面
に
掲
載
）

　改定研究会当日は、３月初旬にお送りしたハガキを忘れずに
持参ください。会場地図は、２月25日付に掲載

中中
西西 播磨 播磨
阪神 阪神 北北南南
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東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
７
年
を
迎

え
、「
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡

　

薬
科
部
は
２
月
17
日
、
セ
レ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
神
戸
院
長
の
丸
泰
司

先
生
を
招
き
、
協
会
会
議
室
で
研

究
会
「
漢
方
処
方
の
副
作
用
と
ス

コ
ア
で
分
か
る
気
血
水
」
を
開
催

し
、
薬
剤
師
ら
67
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

「
気
・
血
・
水
」
と
は
も
う
何

十
回
も
耳
に
し
て
、
何
と
な
く
分

か
っ
た
つ
も
り
で
い
て
も
、
で
は

実
際
に
…
と
な
る
と
、
明
確
に
答

え
ら
れ
な
い
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
ス
コ
ア
で
考
え
る
と
と

て
も
分
か
り
や
す
く
、「
目
か
ら

鱗
」
の
お
話
で
し
た
。

　

「
微
小
血
管
狭
心
症
」
は
、
初

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者

向
け
借
上
復
興
住
宅
「
キ
ャ
ナ
ル

タ
ウ
ン
ウ
エ
ス
ト
」
４
号
棟
で
暮

求
め
た
裁
判
で
、
控
訴
審
第
１
回

口
頭
弁
論
が
大
阪
高
裁
で
開
か

れ
、
弁
護
側
代
理
人
は
継
続
入
居

を
認
め
る
判
決
を
求
め
た
。
大
阪

高
裁
２
０
２
号
法
廷
が
90
人
の
支

援
者
ら
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

裁
判
で
は
、
入
居
期
限
や

退
去
の
必
要
を
入
居
者
に
知

ら
せ
る
「
事
前
通
知
」
の
時

期
と
方
法
が
争
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
弁
護
側
は
公
営
住
宅

法
の
運
用
と
解
釈
、
日
本
政

府
も
批
准
す
る
国
際
人
権
規

約
社
会
権
規
約
12
条
の
健
康

権
の
観
点
か
ら
争
う
構
え
。

　

閉
廷
後
、
大
阪
弁
護
士
会

館
で
開
か
れ
た
支
援
集
会
で

は
、
井
口
克
郎
神
戸
大
学
准

教
授
が
、
日
本
の
司
法
判
断

に
も
、
憲
法
に
加
え
て
国
際

人
権
規
約
な
ど
日
本
が
批
准

し
て
い
る
国
際
条
約
の
共
通

理
解
を
国
民
の
人
権
擁
護
の

た
め
に
活
か
す
べ
き
な
ど
と

解
説
し
た
。

め
て
耳
に
し
た
興
味
深
い
話
で
し

た
。
虚
血
性
心
疾
患
と
は
「
動
脈

硬
化
性
冠
動
脈
疾
患
」
と
「
冠
攣

縮
性
狭
心
症
」
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
勉
強
不
足
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
を
「
気
血
水

ス
コ
ア
」
で
判
断
し
、
漢
方
で
治

し
て
い
く
。
漢
方
と
は
な
ん
と
、

奥
の
深
い
も
の
か
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

漢
方
を
使
う
こ
と
に
よ
り
治

療
薬
の
選
択
肢
が
広
く
な
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
片
頭
痛
・
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
・
逆
流
性
食
道
炎
・
過

敏
性
腸
症
候
群
で
毎
日
ど
れ
ほ

ど
の
西
洋
薬
が
処
方
さ
れ
る

か
！　

漢
方
を
利
用
し
、
副
作

用
を
減
ら
し
て
、
よ
り
良
い
治

療
法
に
つ
な
が
れ
ば
ど
れ
ほ
ど

良
い
こ
と
か
。

　

「
が
ん
の
免
疫
療
法
」
も
と

て
も
興
味
深
い
話
で
し
た
。
樹
状

細
胞
ワ
ク
チ
ン
療
法
に
結
果
が
出

て
、
ガ
ン
患
者
さ
ん
に
明
る
い
明

日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
漢
方
薬
が
広
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
副

作
用
に
も
気
を
つ
け
た
い
と
こ
ろ

で
す
。「
漢
方
に
は
副
作
用
は
な

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
で

し
ょ
う
。「
風
邪
に
は
葛
根
湯
」

「
こ
む
ら
返
り
に
は
芍
薬
甘
草

ら
す
女
性
（
80
歳
）
に
対
し
、
神

戸
市
が
20
年
の
借
り
上
げ
期
間
満

了
を
理
由
に
住
居
の
明
け
渡
し
を

湯
」
は
も
う
誰
も
が
知
っ
て
い

て
、
み
ん
な
軽
い
気
持
ち
で
飲
ん

で
い
ま
す
が
、
漢
方
に
も
副
作
用

が
あ
り
、
注
意
す
べ
き
点
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
生
か
し
上
手
に
漢
方
薬

を
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
、
と
反
省
し
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
調
剤
薬
局
勤
務
・
薬
剤
師　

 

Ｋ
・
Ｍ
】

会
」
は
３
月
４
日
、「
原
発
ゼ
ロ

の
未
来
へ　

福
島
と
と
も
に　

全

国
集
会
」
を
東
京
・
日
比
谷
野
外

雄
副
理
事
長
が
参
加
し
た
。
同
連

絡
会
に
は
保
団
連
も
加
盟
、
兵
庫

協
会
も
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。

　

「
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
連
盟
（
原
自
連
）」
会
長

で
、
城
南
信
用
金
庫
顧
問
で
も
あ

る
吉
原
毅
氏
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

チ
。
原
自
連
が
今
年
１
月
に
提
案

し
た
、「
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
法
案
」
に
つ
い
て
、

「
原
発
が
な
く
な
っ
て
も
市
民
も

企
業
も
困
ら
な
い
。
困
る
の
は
原

発
に
固
執
す
る
一
部
の
勢
力
だ
け

だ
。
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
す
べ
て

　

こ
の
健
診
は
兵
庫
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
（
民
医
連
）
が
、
避

難
者
に
寄
り
添
い
、
そ
の
健
康
管

理
の
一
助
に
し
よ
う
と
、
半
年
に

一
度
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
10
回
目
を
迎
え
る
。
民
医

連
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
、
協

会
役
員
が
毎
回
、
診
察
に
参
加
し

て
い
る
。

　

会
場
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
、
小
児
科
健

診
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
に
す

定
さ
れ
て
い
る
。

　

終
了
後
の
ス
タ
ッ
フ
の
感
想
交

流
で
は
、「
震
災
か
ら
７
年
が
経

過
し
健
康
診
断
の
受
診
者
が
減
少

し
て
い
る
が
、
避
難
者
の
健
康
不

安
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
」「
原
発
事
故
に

よ
っ
て
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

た
こ
と
が
、
子
ど
も
の
成
長
に
影

響
し
な
い
よ
う
に
周
囲
か
ら
の
見

守
り
が
大
切
だ
」「
原
発
事
故
後

に
出
生
し
た
子
ど
も
の
受
診
も
あ

り
、
被
ば
く
に
対
す
る
親
御
さ
ん

の
不
安
な
気
持
ち
を
う
か
が
い
知

れ
た
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
た
。

る
、
避
難
生
活
で
の
困
り
ご

と
な
ど
を
弁
護
士
に
相
談
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な

ど
の
工
夫
が
さ
れ
た
。

　

健
診
内
容
は
、
問
診
、
身

長
・
体
重
計
測
、
診
察
、
血

液
検
査
、
心
電
図
、
検
尿
、

甲
状
腺
エ
コ
ー
。
３
月
下
旬

頃
に
結
果
を
送
付
し
、
５
月

中
旬
に
は
結
果
相
談
会
が
予

音
楽
堂
で
開
催
し
、

全
国
か
ら
３
０
０
０

人
が
集
ま
っ
た
。
兵

庫
協
会
か
ら
川
西
敏

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

有
坂　
　

卓
先
生

南
あ
わ
じ
市　

眼
科

１
月
29
日 

享
年
86
歳

◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

中
医
協
が
「
平
成
30
年

度
診
療
報
酬
改
定
」
を
答
申
。
入

院
評
価
体
系
の
抜
本
的
な
組
み
換

え
の
他
、
紹
介
状
な
し
の
大
病
院

受
診
時
の
定
額
負
担
対
象
病
院
の

拡
大
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
評
価

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
新
点
数
研

究
会
で
、
決
議
案
や
参
加
者
の
署

名
・
一
言
を
集
め
る
こ
と
等
を
準

備
中
で
あ
る
こ
と
、
②
「
ク
イ
ズ

で
考
え
る
日
本
の
医
療
」
第
２
シ

ー
ズ
ン
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

医
科
で
は
、

地
域
包
括
診
療
料
や
遠
隔
診
療

等
、
中
医
協
が
答
申
し
た
診
療
報

酬
改
定
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
支
払
基
金
（
１
／
18
）・
国

保
連
合
会
（
２
／
５
）
の
審
査
委

員
会
と
の
懇
談
の
模
様
が
報
告
さ

れ
た
。
歯
科
で
は
、
①
近
畿
厚
生

局
兵
庫
事
務
所
「
改
定
時
集
団
指

導
」
の
日
程
が
平
日
夕
方
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
夜
間
診
を
休
診
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
②
「
改
定
時
集

団
指
導
」
と
あ
わ
せ
、「
更
新
時

集
団
指
導
」
が
兵
庫
県
の
歯
科
で

は
初
め
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
等
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会　

市
民
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
口
か
ら
見
え
る
子
ど
も

の
貧
困
」（
講
師
：
湯
浅
誠
法
政
大

学
教
授
）を
６
／
10
に
開
催
す
る
。

◇
政
策
部　

兵
庫
県
の
医
療
政
策

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

３
種
へ
の
応
募
に
あ
た
り
、
情
報

提
供
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
２
月
24
日　

理
事
会
よ
り
）

原
発
ゼ
ロ
へ　

全
国
集
会
に
３
０
０
０
人

原
発
ゼ
ロ
の
実
現
を

全
て
の
政
党
へ
よ
び
か
け

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
県

内
へ
の
避
難
者
を
対
象
と
し
た
健

康
診
断
が
、
２
月
25
日
に
東
灘
区

の
東
神
戸
病
院
で
実
施
さ
れ
、
福

島
県
な
ど
か
ら
避
難
し
て
き
た
10

家
族
24
人
（
内
、
小
児
11
人
）
が

受
診
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
森
岡
芳
雄
・
辻
一

城
両
副
理
事
長
が
参
加
し
、
小
児

科
の
診
察
を
行
う
と
と
も
に
、
原

発
事
故
か
ら
の
長
期
間
に
わ
た
る

避
難
に
よ
る
健
康
へ
の
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
も
聞
き
取
っ
た
。

福
島
原
発
事
故
・
避
難
者
へ
健
康
診
断

い
ま
だ
残
る
健
康
不
安

原発ゼロの県をめざすと発言した
福島県からの参加者　　　　　　

漢方薬の副作用についても学習した

の
政
党
と
協
力
し
て
法
案
を
成
立

さ
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

福
島
県
の
被
災
地
か
ら
も
１
０

０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま

り
、
集
会
で
発
言
。
事
故
か
ら
７

年
が
経
過
す
る
が
、
復
興
に
は
ほ

ど
遠
い
現
状
を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ

た
。

　

国
会
議
員
も
集
会
に
駆
け
つ

け
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委

員
長
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。
自
由

党
の
山
本
太
郎
共
同
代
表
、
新
潟

協会から川西副理事長が集会に参加

避
難
者
の
診
察
を
す
る
辻
一
城
副
理
事
長

薬科部研究会

漢方薬を活用して
治療の幅を広げたい

集会では国際人権規約を人権としての
居住権擁護に生かそうと確認した　　

阪
神
・
淡
路
大
震
災　

借
り
上
げ
復
興
住
宅
問
題

入
居
継
続
の
判
決

　
　

必
ず
勝
ち
取
ろ
う

　

ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の

医
療
２
０
１
８
春
（
景
品
付

き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
）
は
、
医

師
の
長
時
間
労
働
を
テ
ー
マ

に
「
お
医
者
さ
ん
っ
て
、
ど

ん
だ
け
働
い
て
る
ん
？
」
と

題
し
て
ス
タ
ー
ト
。

　

応
募
箱
や
ポ
ス
タ
ー
、
応

募
用
紙
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ
ズ
（
無

料
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ
ズ
は

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
会

員
と
「
２
０
１
７
秋
」
に
ご

応
募
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
申

込
用
紙
は
月
刊
保
団
連
３
月

号
に
同
封
し
ま
す
。

　

ご
注
文
は
協
会
事
務
局
☎

078
―
393
―
１
８
０
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
078
―
393
―
１
８
２
０
ま
で

グッズをご注文くださいグッズをご注文ください

「お医者さんって、「お医者さんって、
 どんだけ働いてるん？」 どんだけ働いてるん？」

クイズで考える日本の医療 2018春スタート!!

感
想
文

県
の
米
山
隆
一
知
事
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座
ま
で

パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
市
民
に
原
発

の
な
い
日
本
を
作
ろ
う
と
訴
え

た
。
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医
療
費
適
正
化
計
画
は
、
高
齢

者
医
療
確
保
法
と
医
療
費
適
正
化

基
本
方
針
に
基
づ
き
医
療
費
抑
制

を
行
う
た
め
、
都
道
府
県
に
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
や
後
発
医
薬
品
の
使
用
率
の
目

標
な
ど
の
策
定
を
義
務
づ
け
る
も

の
で
あ
る
（
図
）。

　

県
が
計
画
で
「
今
後
医
療
に
要

す
る
費
用
が
過
度
に
増
大
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
協
会
は
、
日
本
の

医
療
費
は
先
進
各
国
と
比
較
し
、

高
齢
化
の
進
展
に
比
し
て
低
い
こ

と
や
、
医
療
従
事
者
の
過
重
労
働

の
実
態
を
指
摘
。
十
分
な
財
源
を

確
保
し
、
医
師
と
医
療
費
を
先
進

国
並
み
に
増
や
す
こ
と
こ
そ
必
要

る
の
は
本
末
転
倒
で
、
例
え
一
部

で
あ
っ
て
も
、
県
民
に
必
要
な
医

療
が
提
供
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
態

は
招
い
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

地
域
医
療
の
実
情
配
慮
を

　

「
都
道
府
県
別
の
一
人
当
た
り

医
療
費
の
差
を
半
減
さ
せ
る
こ
と

を
目
ざ
す
」
と
の
記
載
に
対
し
、

地
域
の
実
情
を
無
視
し
、
一
律
に

半
減
さ
せ
る
と
地
域
医
療
に
悪
影

響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
個
人
あ
る
い
は
地
域
の
実
情

に
充
分
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
い

取
り
組
み
を
求
め
た
。

　

後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
に
つ

い
て
、
全
国
値
を
下
回
っ
て
い
る

た
め
「
目
標
値
を
設
定
す
る
」
と

の
記
述
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５

年
の
厚
生
労
働
省
調
査
で
、
病
院

勤
務
医
の
54
・
９
％
が
後
発
医
薬

品
に
対
し
て
先
発
医
薬
品
と
の

「
効
果
・
副
作
用
の
違
い
」
や

「
使
用
感
の
違
い
」
を
理
由
に

「
不
信
感
が
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
医
師
の

処
方
権
や
患
者
の
希
望
を
損
な
わ

な
い
よ
う
求
め
た
。

　

特
定
健
診
等
の
実
施
率
達
成
に

よ
る
適
正
化
効
果
を
７
億
円
と
す

る
県
の
試
算
に
対
し
、
そ
の
根
拠

を
示
す
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

特
定
健
診
は
医
療
費
抑
制
で
は
な

く
、
県
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に

実
施
す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

子
ど
も
の
口
腔

健
康
づ
く
り
も
明
記
を

　

計
画
で
は
「
歯
及
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
」
と
の
項
目
で
、
成
人

口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は

言
及
が
あ
る
が
、
成
人
前
に
つ
い

て
は
全
く
記
述
が
な
い
。

　

協
会
は
、
県
内
の
小
中
高
等
学

校
、
特
別
支
援
校
を
対
象
に
実
施

し
た
「
２
０
１
６
年
度
学
校
歯
科

治
療
調
査
」
で
、
学
校
歯
科
健
診

で
要
受
診
の
診
断
を
受
け
た
児
童

・
生
徒
の
65
％
が
未
治
療
で
、
口

腔
崩
壊
の
生
徒
・
児
童
が
い
る
学

校
が
35
％
と
い
う
結
果
を
示
し
、

親
の
貧
困
・
格
差
の
是
正
も
視
野

に
入
れ
、
成
人
前
に
つ
い
て
も
調

査
・
分
析
を
行
い
、
対
応
策
を
明

記
す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

ま
で
の
圏
域
で
医
療
提
供
体
制
の

整
備
を
行
う
べ
き
と
指
摘
。

　

医
療
圏
統
合
で
準
圏
域
と
な
る

西
播
磨
や
阪
神
北
圏
域
の
医
療
関

係
者
か
ら
の
「
専
門
医
が
少
な

い
」「
西
播
磨
圏
域
の
病
床
が
減

り
、
中
播
磨
圏
域
の
病
床
が
増
え

る
な
ど
、
医
療
資
源
の
偏
在
に
拍

車
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
」

「
阪
神
北
医
療
圏
の
病
床
が
削
減

さ
れ
、
阪
神
南
医
療
圏
の
病
床
枠

に
回
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
病
院
の

統
廃
合
あ
り
き
の
医
療
圏
統
合
・

準
圏
域
設
定
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
指
摘
し
た
。

「
効
率
化
」理
由
の

病
院
統
廃
合
や
め
よ

　

「
へ
き
地
医
療
・
不
採
算
医

療
」
等
に
つ
い
て
、
協
会
は
、
地

域
の
医
療
関
係
者
や
住
民
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把
握
し
、「
効

率
化
」
に
名
を
借
り
た
病
院
の
統

廃
合
、
機
能
縮
小
を
行
わ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
と
訴
え
、
統
合
再
編

が
進
む
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン

タ
ー
と
製
鉄
記
念
広
畑
病
院
に
つ

い
て
、
製
鉄
記
念
広
畑
病
院
跡
地

の
新
病
院
は
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
て
整
備
を
行
う
よ
う
、

働
き
か
け
と
支
援
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
計
画
で
は
、「
医
療
機

関
の
改
修
等
に
あ
た
り
、
不
足
す

る
病
床
機
能
へ
の
転
換
を
促
進
」

「
回
復
機
能
へ
の
病
床
転
換
」
な

ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間

医
療
機
関
に
対
し
病
床
機
能
の
転

換
を
強
制
し
な
い
こ
と
、
地
域
の

医
療
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
把
握

し
、
機
械
的
な
病
床
転
換
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
た
。

医
師
養
成
数
の
増
員

国
に
要
望
を

　

「
医
師
に
関
す
る
現
状
と
課

題
」
に
関
し
、
協
会
は
、
県
立
病

院
に
お
い
て
年
間
８
０
０
時
間
を

超
え
て
残
業
す
る
医
師
が
全
医
師

の
14
％
に
上
っ
て
い
る
な
ど
過
酷

な
勤
務
実
態
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
こ
の
点
を
追
記
す
べ
き
と
し

た
。
ま
た
、
国
に
対
し
抜
本
的
な

医
師
養
成
数
の
増
員
を
求
め
る
こ

と
も
含
め
て
、
県
と
し
て
の
対
策

を
明
記
す
べ
き
と
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
病
床
数
削
減

が
求
め
ら
れ
る
圏
域
や
地
域
で

は
、
病
床
数
に
合
わ
せ
て
医
師
が

減
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
と
懸
念
を
示
し
、
医
師
不
足
・

医
師
偏
在
を
助
長
さ
せ
る
形
で
、

地
域
医
療
構
想
と
医
師
の
適
正
配

置
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
と
し
た
。

　

「
医
師
不
足
へ
の
対
応
」
で

は
、
県
が
「
県
内
の
『
医
師
少
数

区
域
（
仮
称
）』
と
『
医
師
多
数

区
域
（
仮
称
）』
を
指
定
し
、
具

体
的
な
医
師
確
保
対
策
に
結
び
つ

け
て
い
く
」
と
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
協
会
は
、
現
在
、
人
口

当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
平
均
を

上
回
る
神
戸
圏
域
で
も
医
師
過
剰

と
は
言
い
が
た
く
、
県
内
に
お
い

て
医
師
不
足
や
医
師
の
偏
在
を
是

正
す
る
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ

る
と
指
摘
し
た
。

　

他
に
、
抜
本
的
な
看
護
師
要
請

数
の
拡
大
や
、
歯
科
衛
生
士
の
就

業
の
公
的
支
援
、
歯
科
技
工
士
へ

の
支
援
な
ど
を
求
め
た
。

小
児
科
病
院
へ
の

支
援
強
化
を

　

計
画
の
「
小
児
医
療
」
に
関
す

る
項
目
で
は
、「
限
ら
れ
た
医
療

資
源
の
効
果
的
な
活
用
と
小
児
医

療
体
制
の
確
保
・
充
実
を
目
指

す
」
と
あ
る
。
協
会
は
、
神
戸
掖

済
会
病
院
と
神
戸
赤
十
字
病
院
が

今
年
３
月
末
で
小
児
科
を
閉
鎖
す

る
こ
と
を
紹
介
し
、
背
景
に
は
小

児
科
医
の
不
足
と
低
い
診
療
報
酬

設
定
が
あ
る
と
指
摘
、
民
間
も
含

め
小
児
科
を
持
つ
病
院
に
対
す
る

支
援
を
抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
と

訴
え
た
。

　

「
２
次
小
児
救
急
医
療
圏
域
を

単
位
と
し
て
、
小
児
科
救
急
対
応

病
院
群
輪
番
制
等
に
よ
る
２
次
小

児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
推
進

す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
阪
神
北
医
療
圏
で
は
「
時
間

外
の
小
児
２
次
救
急
の
78
・
３
％

が
他
の
圏
域
の
病
院
」「
三
田
市

・
篠
山
市
で
は
急
性
疾
患
の
子
の

多
く
が
六
甲
山
を
超
え
て
神
戸
市

ま
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
」
等

の
地
域
の
医
療
関
係
者
か
ら
の
声

を
紹
介
し
、
医
療
圏
統
合
で
は
な

く
、
阪
神
北
医
療
圏
で
小
児
２
次

救
急
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
訴
え

た
。救

急
・
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
充
実
を

　

計
画
で
は
、「
３
次
救
急
医
療

機
能
に
課
題
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
３
次
的
機
能
病
院
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
病
院
に
つ

い
て
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
指

定
を
検
討
し
、
３
次
救
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。
協
会
は
県
民
の
生
命
と
予
後

に
一
刻
を
争
う
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
な
く
、
現
在

の
最
低
で
も
２
次
医
療
圏
ご
と
に

整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。

　

「
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

等
の
設
置
状
況
」
に
関
し
て
、
協

会
は
、
東
播
磨
圏
域
の
地
域
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
明

石
医
療
セ
ン
タ
ー
と
加
古
川
中
央

市
民
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
明
石
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
産

科
医
の
退
職
な
ど
で
常
勤
医
が
減

り
、
手
術
等
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
上
、
加
古
川
中
央
市
民
病
院

で
も
加
古
川
市
外
の
患
者
を
送
ら

な
い
よ
う
に
文
書
が
各
医
療
機
関

に
送
付
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し
、

両
医
療
機
関
が
地
域
母
子
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

充
分
に
果
た
せ
る
よ
う
な
支
援
を

求
め
た
。
ま
た
、
国
の
整
備
指
針

を
踏
ま
え
、
阪
神
北
、
北
播
磨
、

西
播
磨
、
丹
波
医
療
圏
へ
の
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

を
求
め
た
。

　

計
画
で
は
、「
脳
卒
中
対
策
」

「
心
血
管
疾
患
対
策
」
で
救
急
搬

送
体
制
の
整
備
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
協
会
は
、「
兵
庫
県
地
域

医
療
構
想
」
で
は
、
北
播
磨
、
中

播
磨
、
西
播
磨
、
丹
波
、
淡
路
、

但
馬
医
療
圏
等
で
10
〜
60
％
以
上

の
人
口
が
、
急
性
期
医
療
を
担
う

医
療
機
関
か
ら
自
動
車
30
分
圏
内

に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
圏

域
で
病
院
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め

る
よ
う
求
め
た
。

　

ま
た
、
阪
神
北
圏
域
で
は
「
糖

尿
病
退
院
患
者
の
平
均
在
院
日

数
」
が
、
70
・
２
日
と
他
の
圏
域

に
比
し
て
き
わ
め
て
長
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
専
門
外

来
や
専
門
医
が
少
な
い
」
と
の
地

　

兵
庫
県
老
人
福
祉
計
画
は
、
高

齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
に
関
す
る

取
り
組
み
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
見
込
み
量
な
ど
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
。

　

協
会
は
介
護
保
険
の
総
合
事
業

に
つ
い
て
、
地
元
介
護
事
業
者
の

ス
タ
ッ
フ
不
足
と
大
手
事
業
者
の

撤
退
な
ど
に
よ
り
、
担
い
手
を
確

保
で
き
な
い
市
町
が
あ
る
と
し

て
、
事
業
者
を
確
保
す
る
た
め
に

市
町
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め

た
。

　

ま
た
、「
地
域
ケ
ア
会
議
」
に

関
し
て
、
全
国
的
に
一
部
の
自
治

域
の
医
師
ら
の
指
摘
を
紹
介
し
、

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
専
門
医
や

専
門
外
来
を
整
備
す
べ
き
と
訴
え

た
。

　

「
在
宅
医
療
・
か
か
り
つ
け

医
」
に
関
し
て
は
、
非
常
に
費
用

が
か
か
る
在
宅
医
療
を
行
う
医
療

機
関
に
対
す
る
手
厚
い
支
援
を
行

う
こ
と
、
一
般
外
来
だ
け
を
行
っ

て
い
る
診
療
所
も
地
域
で
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
を
適
切

に
評
価
し
、
国
に
も
そ
う
し
た
評

価
を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
、
ま

た
、
様
々
な
理
由
で
自
宅
等
で
の

療
養
を
望
ま
な
い
患
者
が
希
望
す

る
医
療
・
療
養
環
境
を
整
え
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

「
急
変
時
の
対
応
」
に
つ
い

て
、
但
馬
医
療
圏
で
は
、
日
高
医

療
セ
ン
タ
ー
の
病
床
が
減
り
、
在

宅
・
外
来
か
ら
の
入
院
の
受
け
皿

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
だ
け
で
も
確

保
し
、
地
域
の
診
療
所
が
安
心
し

て
、
外
来
診
療
に
あ
た
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
と
訴
え
た
。

体
で
こ
う
し
た
会
議
体
が
中
心
と

な
り
、「
自
立
支
援
」
に
名
を
借

り
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

介
護
保
険
制
度
か
ら
の
「
卒
業
」

を
強
い
、
必
要
な
支
援
を
打
ち
切

っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
と
し

て
、
そ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
各

会
議
体
が
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う

求
め
た
。

　

他
に
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
よ
り

介
護
保
険
施
設
を
優
先
し
て
整
備

す
る
こ
と
、
施
設
介
護
の
充
実
を

進
め
る
こ
と
等
を
求
め
た
。

　

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
兵
庫
県
の
医
療
費
適
正
化
計
画

（
案
）、
保
健
医
療
計
画
（
改
定
案
）、
老
人
福
祉
計
画
（
案
）
に
対

し
、
協
会
が
提
出
し
た
意
見
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

 

（
全
文
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
３
期
医
療
費
適
正
化
計
画
（
案
）

第
３
期
医
療
費
適
正
化
計
画
（
案
）

第
３
期
保
健
医
療
計
画
（
改
定
案
）

第
３
期
保
健
医
療
計
画
（
改
定
案
）

効
率
で
は
な
く

県
民
に
必
要
な
医
療
体
制
を

医
療
費
削
減
あ
り
き
の
計
画

医
療
費
削
減
あ
り
き
の
計
画

二
次
医
療
圏
統
合
は
中
止
を

老
人
福
祉
計
画
（
原
案
）

老
人
福
祉
計
画
（
原
案
）

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

県
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
協
会
意
見
（
概
要
）

　

同
計
画
案
で
は
、「
阪
神
南
圏

域
と
阪
神
北
圏
域
を
、
中
播
磨
圏

域
と
西
播
磨
圏
域
を
そ
れ
ぞ
れ
統

合
す
る
」
と
二
次
保
健
医
療
圏
域

を
統
合
し
、「『
圏
域
内
で
、
中
核

病
院
等
を
中
心
と
し
た
一
定
の
医

療
圏
を
構
成
し
て
い
る
区
域
』

を
、『
準
保
健
医
療
圏
域
（
準
圏

域
）』
と
し
て
指
定
」
す
る
こ
と

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
協
会
は
「
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
か
つ

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
地
域

医
療
完
結
型
の
医
療
提
供
体
制
の

構
築
を
進
め
る
」
と
い
う
地
域
医

療
構
想
の
主
旨
か
ら
み
て
、
こ
れ

と
し
た
。

　

ま
た
、「
医
療

の
効
率
的
な
提
供

を
目
指
す
」
と
の

記
述
に
対
し
て

は
、
費
用
効
率
だ

け
を
求
め
て
、
住

民
へ
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
の
提
供

が
損
な
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
と
指

摘
。

　

「
医
療
保
険
制

度
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た

め
、
医
療
費
が
過

度
に
増
大
し
な
い

こ
と
を
目
指
す
」

と
い
う
記
述
に
対

し
、
医
療
費
の
抑

制
に
よ
り
医
療
保

険
制
度
を
維
持
す

図　医療費適正化による効果額のイメージ

2018年
（H30）

医療費
（億円）

年度

兵庫県「第３期医療費適正化計画の概要」より

2019年
（H31）

2020年
（H32）

2021年
（H33）

2023年
（H35）

2022年
（H34）

６年間の累計効果額
1,142億円

効果額
201億円

適正化後の
医療費

地域医療構想を
踏まえた医療費
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協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」（
会

長
：
船
越
正
信
尼
崎
医
療
生
協
理

事
長
）
は
２
月
17
日
、
尼
崎
市
内

で
第
13
回
総
会
を
開
き
、
79
人
が

参
加
し
た
。
会
長
に
船
越
先
生
、

代
表
委
員
に
八
木
秀
満
協
会
尼
崎

支
部
長
が
再
任
さ
れ
、
森
岡
芳
雄

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
船
越
会
長

は
、「
尼
崎
市
の
中
皮
腫
発
症
は

全
国
平
均
の
10
倍
以
上
で
あ
り
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
者
は
年

々
増
加
し
て
い
る
が
、
環
境
再
生

保
全
機
構
の
認
定
基
準
が
厳
し
く

解
決
困
難
事
例
が
増
え
て
き
て
い

　

関
西
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
大
阪
訴

訟
・
京
都
訴
訟
の
原
告
団
・
弁
護

団
が
主
催
す
る
「
関
西
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
『
大
集
会
』
〜
２
０

１
８　

今
年
こ
そ
解
決
の
年
！

〜
」
が
２
月
９
日
、
大
阪
市
内
で

開
催
さ
れ
、
２
２
０
人
が
参
加
し

た
。
協
会
か
ら
は
、
上
田
進
久
評

議
員
（
環
境
・
公
害
対
策
部
員
）

が
出
席
。
協
会
は
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
救
済
と
企
業
・
国
の
責
任

追
及
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
、

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

大
阪
ア
ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
団
長

の
村
松
昭
夫
弁
護
士
が
情
勢
報
告

を
行
い
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

に
つ
い
て
、「
建
築
現
場
で
大
量

に
使
用
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

に
よ
る
粉
塵
に
よ
っ
て
、
重
大
な

被
害
を
被
っ
た
原
告
ら
が
、
建
材

メ
ー
カ
ー
と
国
の
法
的
責
任
を
明

ら
か
に
し
、
被
害
の
完
全
な
補
償

を
求
め
て
提
起
し
た
も
の
」
と
概

だ
と
指
摘
。
昨
年
、
東
京
高
裁
で

国
や
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、「
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
早
期
解
決
、

『
石
綿
被
害
者
補
償
制
度
』
の
創

設
を
求
め
、
国
や
建
材
メ
ー
カ

ー
、
裁
判
所
に
対
す
る
要
請
行
動

を
強
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

連
帯
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
上

田
先
生
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

ア
ス
ベ
ス
ト
西
宮
の
会
」
代
表
と

し
て
解
体
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
現
在
各
地
で
ア

ス
ベ
ス
ト
の
存
在
を
隠
し
た
ま
ま

の
解
体
工
事
が
横
行
し
て
お
り
、

現
場
の
労
働
者
、
近
隣
住
民
の
健

康
と
生
命
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る

と
指
摘
し
、
飛
散
防
止
の
た
め
の

規
制
強
化
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の

早
期
発
見
の
た
め
の
検
診
体
制
の

改
善
、
健
康
被
害
へ
の
補
償
制
度

の
拡
充
が
必
要
と
強
調
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
の
原
告
団
や
弁
護
団
が
登

壇
。「
今
年
は
高
裁
判
決
が
出
そ

ろ
う
歴
史
的
な
年
に
な
る
。『
今

年
こ
そ
解
決
の
年
に
！
』
を
合
言

葉
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
早
期
解
決
を
求

め
る
世
論
を
広
げ
、
国
と
建
材
メ

ー
カ
ー
と
の
闘
い
に
決
着
を
つ
け

よ
う
。
全
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
救
済
と
被
害
根
絶
の
た
め
、
力

を
あ
わ
せ
が
ん
ば
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

要
を
解
説
し
た
。

　

利
益
追
求
の
た

め
危
険
性
を
隠
し

て
ア
ス
ベ
ス
ト
建

材
を
販
売
し
続
け

た
建
材
メ
ー
カ
ー

と
、
必
要
な
規
制

や
対
策
を
怠
っ
た

国
の
責
任
は
重
大

国
・
尼
崎
市
の
責
任
で
疫
学
調
査

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
、
各
地
で

学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
方
針

を
確
認
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
学
習

会
で
は
、
弁
護
団
の
和
田
信
也
・

菊
田
大
介
両
弁
護
士
が
「
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
対
策
を
め
ぐ
る
情
勢
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
規
制
を

怠
っ
て
き
た
国
の
責
任
、
危

険
性
を
知
り
な
が
ら
使
用
を

続
け
数
多
く
の
住
民
の
生
命

を
奪
っ
た
ク
ボ
タ
の
責
任
を

問
い
、
完
全
救
済
を
め
ざ
そ

う
。
尼
崎
の
会
と
し
て
、
引

き
続
き
相
談
活
動
を
粘
り
強

く
す
す
め
て
被
害
者
に
寄
り

添
っ
た
救
済
に
全
力
を
尽
く

そ
う
」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
風
化
を
許
さ
ず
被
害

実
態
を
全
国
に
発
信
す
る
、

船越会長がアスベスト被害者の完全救済を
めざそうと訴えた　　　　　　　　　　　

上田進久協会評議員が、
検診体制の改善などが必
要と発言した　　　　　

尼崎アスベストの会　第13回総会

関西建設アスベスト訴訟「大集会」

アスベスト被害の
 風化許すな！

被害根絶へ
力あわせがんばろう

歯科保険請求
97

◆支払基金　歯科審査情報提供事例より
 2018年２月26日付で２事例追加◆

◆「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準届出の
 「経過措置」について◆

◆『更新時集団指導』の通知が近畿厚生局から届いた先生方へ◆

　支払基金の審査情報提供事例は、審
査の透明性を高め、審査の公平・公正
性に対する関係方面からの信頼の確保
を目的に、一般的取り扱いとして公表
されています。なお、個別の審査で画
一的、一律的に取り扱われるものでは
ないことをご留意ください（過去の事
例は支払基金HPでご確認ください）。
53　床副子修理
○取扱い：原則として、「床副子ハセ
ツ」病名がない場合には、「Ｉ017-2　
床副子調整・修理　２　床副子修理」
の算定を認めない。
○取扱いを定めた理由：床副子修理の
算定にあたって、床副子調整が診療報
酬上別に評価されていることや傷病名
として「床副子ハセツ」病名があるこ
と等から、当該病名を記載することが

　「外来環」「歯援診」「か強診」の
施設基準届出について、３月31日ま
でに届出を行い受理されていれば、
４月診療報酬改定における「経過措

　兵庫県の歯科では初めて、６年ごと
の指定更新になる保険医療機関への集
団指導が３月に実施されます。講習会
形式で持参物はありません。管理者の
先生は必ずご出席ください。今回は、
2017（平成29）年度、2018（平成30）
年度に指定更新となる医療機関のみが
対象で、改定時集団指導の前の時間帯
に実施されます。
　姫路会場は３月19日（月）の午後５
時30分からで、「午後診を予約変更対
応含め休診せざるを得ず、平日開催は

適切である。
○留意事項：傷病名と診療状況の関係
等が不明な場合には、必要に応じて医
療機関に対して照会を行い個々の症例
により判断する必要がある。
54　支台築造
○取扱い：原則として、歯冠補綴物
（クラウン・ブリッジ維持管理を行っ
ている場合を除く）に係る「ダツリ、
Ｃ」又は「ダツリ、Ｃ３処置歯」病名
に対する再装着時の「Ｍ002　支台築
造　２　直接法」の算定を認める。
○取扱いを定めた理由：脱離した歯冠
補綴物の再装着にあたって、当該歯の
形態等により直接法による支台築造を
行うことにより当該歯冠補綴物を再装
着し使用できる場合がある。

置」の対象医療機関になります。詳
しくは近畿厚生局兵庫事務所（☎
078－325－8925）にお問い合わせく
ださい。

やめてほしい」「改定時集団指導も含
めて、他会場の案内がなく不親切」
「実施通知が１カ月前は遅い」などの
声が会員から寄せられています。３月
21日（祝・水）や25日（日）開催の他
会場への出席については、近畿厚生局
兵庫事務所へお問い合わせください。
　協会は、高点数理由の集団的個別指
導を廃止して、算定要件などの周知を
主眼とした集団指導への変更を要求し
ています。

歯科在宅・介護報酬改定研究会＆歯科臨床談話会

歯科在宅点数・介護報酬改定のポイントと歯科訪問診療の実際

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　４月１日（日）14時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
・歯科在宅点数・介護報酬改定内容ポイント解説（協会歯科社保講師陣）
・臨床談話会「歯科訪問診療の実際」
　　 話題提供：中村純也先生（ときわ病院歯科口腔外科医長、摂食機能支援
センター副センター長）、渡辺啓二先生（加古川市・渡辺歯科医院院長）

※参加費無料、３月下旬に送付する『2018年改定の要点と解説』をご持参く
ださい（新点数研究会案内ハガキ持参の先生には１冊進呈、追加1000円）。

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度のご案内

保険医のための「住宅ローン」が始まりました！

変動0.55％　　固定0.8％
（3月1日現在の金利）

（10年固定の場合）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より
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平
和
主
義
は
日
本
国
憲
法
の
柱

平
和
主
義
は
日
本
国
憲
法
の
柱

独
裁
に
つ
な
が
る
緊
急
事
態
条
項

独
裁
に
つ
な
が
る
緊
急
事
態
条
項

政
治
的
立
場
を
超
え
改
憲
Ｎ
Ｏ
を

政
治
的
立
場
を
超
え
改
憲
Ｎ
Ｏ
を

自
衛
隊
を
憲
法
に
書
く
必
要
は
あ
る
か

自
衛
隊
を
憲
法
に
書
く
必
要
は
あ
る
か

近
代
憲
法
の
基
本
に
反
す
る
改
憲
草
案

近
代
憲
法
の
基
本
に
反
す
る
改
憲
草
案

　

協
会
が
１
月
13
日
に
開
催

し
た
新
春
政
策
研
究
会
「
自

民
党
改
憲
案
の
危
険
性
」

（
講
師
：
京
都
大
学
大
学
院

　

髙
山
佳
奈
子
教
授
）
の
講

演
録
を
掲
載
す
る
。

　

今
年
は
改
憲
、
と
り
わ
け
９
条

の
改
定
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

９
条
は
憲
法
典
の
第
２
章
「
戦
争

の
放
棄
」
の
章
に
含
ま
れ
る
唯
一

の
条
文
で
、
１
項
で
戦
争
放
棄
を

う
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定

は
軍
隊
を
持
つ
他
国
の
憲
法
に
も

同
様
の
も
の
が
あ
る
。
日
本
国
憲

法
に
特
徴
的
な
規
定
は
２
項
の
戦

力
不
保
持
の
原
則
だ
。

　

２
０
１
２
年
に
出
さ
れ
た
自
民

党
の
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
（
以

降
改
憲
案
）
は
、
現
行
の
９
条
２

項
を
削
除
し
、
国
防
軍
を
創
設
す

る
と
い
う
、
戦
力
不
保
持
の
原
則

そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
内
容
だ
っ

た
。
こ
の
改
憲
案
に
対
し
て
は
、

国
民
の
抵
抗
感
が
強
く
、
あ
ま
り

議
論
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
６
月
21
日
、
自
民

党
は
９
条
を
現
行
の
ま
ま
に
し

て
、
そ
の
後
に
自
衛
隊
の
根
拠
規

定
を
加
え
る
と
い
う
加
憲
案
を
出

し
て
き
た
。
こ
の
案
で
は
、「
必

要
最
小
限
度
の
実
力
組
織
と
し
て

の
自
衛
隊
」
を
明
記
し
、「
内
閣

総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て

自
衛
隊
の
最
高
の
指
揮
監
督
権
を

有
」
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
な
ら
自
衛
隊
の
現
状

を
明
記
し
た
だ
け
で
、
大
し
て
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
思
う
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
必
要
最

小
限
度
の
実
力
組
織
で
、
警
察
的

権
力
と
し
て
の
自
衛
隊
な
ら
ば
憲

法
に
書
く
必
要
な
ど
な
い
。
災
害

救
助
隊
と
し
て
活
躍
す
る
自
衛
隊

を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば

「
戦
争
の
放
棄
」
の
項
目
に
書
く

こ
と
が
そ
も
そ
も
お
か
し
い
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
改
悪
阻
止
の
た

め
各
界
の
団
体
や
個
人
で
つ
く
る

京
都
憲
法
会
議
は
、
こ
の
案
に
つ

い
て
、「
安
保
関
連
法
の
施
行
に

よ
り
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可

能
と
さ
れ
た
下
で
自
衛
隊
を
憲
法

上
明
記
す
れ
ば
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
へ
の
お
墨
付
き
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
、
事
実
上
戦
力
不
保

持
の
原
則
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
」
と
批
判
し
て
い
る

が
、
そ
の
通
り
だ
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
が
憲
法
に
明
記

さ
れ
て
お
ら
ず
「
か
わ
い
そ
う
」

と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
例
え

ば
、
日
本
国
憲
法
に
は
「
学
校
」

と
い
う
語
は
一
語
も
出
て
こ
な

い
。
学
校
は
国
を
支
え
る
大
変
重

要
な
機
関
だ
が
、
憲
法
に
書
か
れ

て
い
る
の
は
義
務
教
育
を
無
償
と

す
る
と
い
う
内
容
だ
け
だ
。
学
校

は
学
校
教
育
法
で
、
自
衛
隊
は
自

衛
隊
法
で
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る

の
で
、
憲
法
に
明
記
す
る
必
要
な

ど
な
い
し
、
こ
れ
ら
を
全
部
憲
法

に
書
き
こ
む
こ
と
な
ど
、
到
底
で

　

憲
法
は
国
の
形
を
定
め
る
も
の

で
、
日
本
国
憲
法
は
「
国
民
主

権
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」「
戦

力
不
保
持
（
平
和
主
義
）」
を
３

本
の
柱
と
し
て
お
り
、
ど
れ
が
欠

け
て
も
成
り
立
た
な
い
。

　

ド
イ
ツ
は
ナ
チ
ス
の
独
裁
を
許

し
て
し
ま
っ
た
経
験
か
ら
、
独
裁

を
防
ぐ
た
め
、
連
邦
制
が
廃
止
で

き
な
い
憲
法
と
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
も
、
戦
前
・
戦
中
の
よ
う
な

体
制
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

憲
法
で
絶
対
的
な
戦
力
不
保
持

（
平
和
主
義
）
と
と
も
に
、「
国

民
主
権
」「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
の
３
本
の
柱
が
定
め
ら
れ

た
。

　

憲
法
前
文
で
「
政
府
の
行
為
に

き
る
は
ず
が
な
い
。

　

ま
ず
国
民
が
あ
ま
り
反
対
し
な

い
形
で
一
度
改
憲
し
、
国
民
が
改

憲
に
慣
れ
た
後
で
２
項
を
削
除

し
、
国
防
軍
を
明
記
す
る
改
憲
を

行
う
と
い
う
、
２
段
階
の
改
憲
を

安
倍
首
相
が
狙
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
自
衛
隊

の
根
拠
規
定
を
加
憲
さ
せ
な
い
運

動
が
必
要
だ
。

よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る

こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を

決
意
し
」
と
規
定
し
、「
わ
れ
ら

は
、
こ
れ
（
国
民
主
権
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
戦
力
不
保
持
）
に

反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び

詔
勅
を
排
除
す
る
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
憲
法
を
改
正
し
て
も
こ
の

３
本
の
柱
は
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
９
条
だ
け
で
な
く
前

文
そ
の
他
の
「
内
閣
の
権
限
」
や

「
平
和
的
生
存
権
」
に
関
す
る
条

文
も
全
部
変
え
な
い
と
、
戦
力
不

保
持
の
原
則
を
放
棄
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
も
し
そ
れ
を
行
え
ば
日

本
は
戦
前
、
戦
中
の
体
制
を
容
認

す
る
よ
う
な
別
の
国
と
な
っ
て
し

ま
う
。
改
憲
案
は
「
壊
憲
案
」
に

他
な
ら
な
い
。

　

近
代
憲
法
は
、
国
家
権
力
が
不

当
に
個
人
の
基
本
的
人
権
を
侵
害

し
な
い
よ
う
、
国
家
権
力
を
制
限

し
、
憲
法
尊
重
義
務
を
国
家
公
務

員
に
課
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
民
党
の
改
憲
案
は

権
力
者
で
は
な
く
国
民
に
憲
法
尊

重
擁
護
義
務
を
課
し
て
お
り
、
近

代
憲
法
の
考
え
と
は
完
全
に
逆
転

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
憲
法
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
に
つ

い
て
、
現
行
憲
法
は
、
基
本
的
人

権
が
「
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
」
で
あ
る
と
し
、
公
共

の
福
祉
に
よ
っ
て
の
み
制
限
し
う

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
公
共
の

福
祉
」
は
、
基
本
的
人
権
同
士
が

対
立
し
た
場
合
に
調
整
す
る
概
念

だ
。

　

例
え
ば
表
現
の
自
由
は
誰
に
も

あ
る
が
、
好
き
な
場
所
で
好
き
な

は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、「
公
共

の
福
祉
」
と
は
全
く
無
関
係
の

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
の
た
め

に
は
基
本
的
人
権
を
制
約
し
て
も

よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
個

人
の
人
権
よ
り
も
国
や
社
会
の
利

益
や
秩
序
が
大
事
だ
と
い
う
考
え

だ
。
権
力
者
が
勝
手
に
判
断
し
て

基
本
的
人
権
を
制
限
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
現

行
憲
法
で
は
「
集
会
、
結
社
及
び

言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現

の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」

と
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
改
憲
案
は
、
１
項
は
そ
の
ま

ま
だ
が
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
２

項
と
し
て
付
け
加
え
て
い
る
。

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
を
害
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行

い
、
並
び
に
そ
れ
を
目
的
と
し
て

結
社
を
す
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ

な
い
」。
権
力
者
に
「
公
益
」
に

反
す
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、
表
現

の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
と
、
道

が
通
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
道
路
交
通
法
な
ど
で
制
限
さ

れ
て
い
る
。
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
人

の
権
利
と
、
道
を
通
り
た
い
人
の

権
利
な
ど
、
基
本
的
人
権
同
士
が

対
立
し
た
際
に
、
基
本
的
人
権
を

守
る
た
め
調
整
す
る
の
が
現
行
憲

法
の
「
公
共
の
福
祉
」
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
改
憲
案
で
は

「
自
由
及
び
権
利
に
は
責
任
及
び

義
務
が
伴
う
こ
と
を
自
覚
し
、
常

に
公
益
及
び
公
の
秩
序
に
反
し
て

　

緊
急
事
態
条
項
の
創
設
も
狙
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
緊
急
事
態

を
理
由
に
内
閣
に
よ
る
独
裁
を
認

め
る
も
の
だ
。

　

緊
急
事
態
を
宣
言
す
る
と
、
内

閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す

る
政
令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
国
民
は
そ
の
指
示
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
緊
急
事
態
条
項
の
一
番
の

問
題
は
、
何
が
「
緊
急
事
態
」
に

あ
た
る
か
の
定
義
が
な
い
こ
と

だ
。
憲
法
に
内
容
そ
の
も
の
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
白
紙
委
任
規
定

で
、
国
会
の
多
数
派
に
よ
っ
て
、

恣
意
的
に
緊
急
事
態
が
宣
言
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
緊
急
事

態
は
無
期
限
に
延
長
が
で
き
、
衆

議
院
の
不
解
散
規
定
も
あ
る
の

で
、
憲
法
停
止
状
態
・
独
裁
状
態

を
永
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
緊
急
事
態

条
項
は
ナ
チ
ス
の
全
権
委
任
法
に

似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

全
権
委
任
法
は
も
と
も
と
時
限
立

法
だ
っ
た
が
、
成
立
し
た
後
は
敗

戦
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
権
力
者
に

都
合
が
よ
い
緊
急
事
態
は
い
っ
た

ん
始
ま
る
と
独
裁
と
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。

　

ま
た
、
司
法
権
に
つ
い
て
も
、

現
行
憲
法
で
は
10
年
ご
と
の
国
民

審
査
に
よ
り
最
高
裁
判
事
の
罷
免

　

民
主
主
義
の
前
提
は
、
情
報
の

公
開
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
間
、
安
倍
政
権
が
進
め
て
い
る

の
は
特
定
秘
密
保
護
法
の
制
定
な

ど
、
情
報
を
国
民
に
与
え
な
い
こ

と
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
根
幹
が

揺
る
が
さ
れ
て
い
る
。

　

共
謀
罪
法
案
は
、
テ
ロ
対
策
の

内
容
が
含
ま
れ
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、「
テ
ロ
等
準
備
罪
法
」
と
さ

れ
、
本
質
が
覆
い
隠
さ
れ
て
成
立

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
国
連
特

別
報
告
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
ナ
タ

チ
氏
が
指
摘
す
る
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
だ
。

　

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
真
実
を

多
く
の
人
に
伝
え
、
民
主
主
義
を

破
壊
す
る
人
た
ち
を
選
挙
で
当
選

さ
せ
な
い
た
め
、
仲
間
を
広
げ
連

携
す
る
こ
と
だ
。
意
見
が
完
全
に

一
致
し
な
く
て
も
、
改
憲
と
い
う

最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
の
戦

要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自

民
党
改
憲
案
で
は
こ
れ
が
削
除
さ

れ
、
内
閣
が
指
名
・
任
命
し
た
裁

判
官
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
問
題
の
あ
る
裁
判
官
を

辞
め
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る
。
三
権

分
立
な
ど
、
国
家
権
力
へ
の
「
チ

ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
」
の
考
え
方

が
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
現
行
憲
法
に
も
、
首
相

の
衆
議
院
解
散
権
の
制
限
や
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
・
環
境
権
の
明
記

な
ど
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
項
目

は
確
か
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
は
解
釈
で
も
十
分
に
対
処
可
能

だ
。
現
行
憲
法
は
非
常
に
優
れ
て

お
り
、
そ
の
上
に
判
例
や
学
説
も

70
年
以
上
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
勝
る
よ
う
な
優
れ
た

条
文
は
簡
単
に
で
き
な
い
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。

略
的
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
在
、
改
憲
を
発
議
さ
せ
な
い

た
め
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

　

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
」
が
全
国
で
大
き
く
取
り
組
ま

れ
て
い
る
（
右
囲
み
参
照
）。
請

願
事
項
は
「
憲
法
９
条
を
変
え
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
「
憲
法
の
平

和
・
人
権
・
民
主
主
義
が
生
か
さ

れ
る
政
治
を
実
現
し
て
く
だ
さ

い
」
の
２
点
の
み
で
、
署
名
は
政

治
的
な
立
場
の
違
い
を
超
え
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

市
民
の
運
動
で
、
森
友
・
加
計

学
園
問
題
に
つ
い
て
の
閉
会
中
審

査
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
運
動
で
世
の
中
を
少

し
ず
つ
だ
が
良
く
す
る
こ
と
は
で

き
て
い
る
。
私
が
所
属
す
る
「
安

全
保
障
関
連
法
に
反
対
す
る
学
者

の
会
」
も
、
改
憲
の
阻
止
に
向
け

て
、
情
報
を
発
信
し
、
運
動
を
続

け
て
い
く
。

新春政策研究会「自民党改憲案の危険性」講演録

自民党改憲案は自民党改憲案は「壊憲」「壊憲」案案
京
都
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科

髙
山
佳
奈
子 
教
授

【たかやま　かなこ】1968年東京都生まれ。91
年東京大学法学部第II類（公法コース）卒業。
93年東京大学大学院法学政治学研究科修士課程
（民刑事法専攻）修了、同助手。成城大学法学
部助教授などを経て2005年より現職。06年ドイ
ツ連邦共和国功労十字勲章小綬章受章、17年よ
り日本学術会議会員。主な著書に『故意と違法
性の意識』（有斐閣、99年）、『共謀罪の何が問
題か』（岩波ブックレット、17年）、共著に『た
のしい刑法Ⅱ各論』島伸一編（弘文堂、11年）
など多数

署名用紙のご注文は、
 ☎078－393－1807 協会事務局まで

「安倍９条改憲NO！
 憲法を生かす全国統一署名」

　

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
の
鎌
田
實
氏

や
精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
田
原
総
一
郎
氏
が
発
起
人
と
な

り
、
呼
び
か
け
て
い
る
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支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内
「休業保障制度」ご加入の先生へ

•必ず第三者の医師に受診してください。（受診後の休業に対
し保障します）

•柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
•休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申請

してください。

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

第１８７２号 （６）２０１８年(平成３０年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

明
石
支
部
は
１
月
28
日
、
城
崎

温
泉
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
。

31
人
が
、
豪
華
な
か
に
料
理
の
ほ

か
、
城
崎
温
泉
街
で
の
買
い
物
、

玄
武
洞
の
見
学
、
酒
蔵
「
富
久

錦
」
で
の
試
飲
を
楽
し
ん
だ
。
参

加
し
た
阪
井
俊
介
先
生
ご
家
族
の

文
香
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

両
親
、
私
、
弟
の
４
人
で
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
家
族

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
１
月
20

日
、
姫
路
市
内
で
、
兵
庫
県
立
姫

路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
感
染
管

理
認
定
看
護
師
・
小
林
佐
和
枝
氏

を
講
師
に
、
医
療
安
全
管
理
研
修

会
「
外
来
に
お
け
る
感
染
防
止
対

策
の
基
本
―
患
者
と
自
分
自
身
を

守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
―
」
を

開
催
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
看

護
師
ら
52
人
が
参
加
し
た
。
井
上

和
則
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
、
姫
路
・
西
播
支
部
の
医

療
安
全
管
理
研
修
会
に
初
め
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

義
だ
け
で
な
く
実
習
も
取
り
入
れ

て
熱
心
に
ご
指
導
を
賜
り
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

実
習
を
通
じ
て
反
省
す
べ
き
点

が
多
々
あ
り
、
大
変
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
年
齢
を
重
ね
る
と

日
々
変
化
す
る
出
来
事
に
抵
抗
を

覚
え
た
り
、
日
常
の
動
作
が
画
一

的
に
な
り
視
野
が
狭
く
な
り
や
す

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
過
去
の
自

分
の
経
験
を
頼
り
に
判
断
す
る
傾

向
が
強
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
頭
を
柔
軟
に
し
て
常
に
新
し

い
情
報
を
取
得
し
、
こ
れ
を
積
極

的
に
実
行
す
る
こ
と
が
極
め
て
大

切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

今
後
Ａ
Ｉ
が
急
速
に
進
歩
す
れ

ば
す
ご
く
便
利
に
な
り
ま
す
が
、

安
全
に
使
用
す
る
に
は
頭
脳
を
最

大
限
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
の
こ
と
は
良
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
超
高
速
で

日
々
進
歩
す
る
世
界
の
医
療
情
報

を
、
多
く
の
人
々
に
正
し
く
広
報

し
啓
蒙
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

　

北
阪
神
支
部
は
、
１
月
20
日
に

恒
例
の
新
春
政
策
研
究
会
を
が
ん

こ
宝
塚
苑
で
開
催
し
、
会
員
ら
15

人
が
参
加
し
た
。「
２
０
１
８
年

診
療
報
酬
改
定
で
何
が
狙
わ
れ
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
八
木
秀
満
協
会

副
議
長
（
保
団
連
審
査
対
策
部

員
）
が
講
演
し
た
。

　

八
木
先
生
は
、
第
二
次
安
倍
内

閣
の
発
足
以
降
５
年
間
で
、
社
会

保
障
費
自
然
増
分
の
１
・
６
兆
円

削
減
、
診
療
報
酬
の
３
回
連
続
マ

イ
ナ
ス
改
定
な
ど
、
改
悪
が
次
々

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

「
赤
字
医
療
機
関
の
割
合
が
増
加

誘
導
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
促

進
、
主
治
医
と
な
る
医
療
機
関
を

原
則
一
つ
に
限
定
す
る
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
強
化
」
に
よ
る
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限
な
ど
の
「
安

上
が
り
医
療
」
が
狙
わ
れ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
本
体
部
分
は
０
・
55
％

の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
プ

ラ
ス
改
定
に
よ
る
医
療
改
善
か
ら

は
ほ
ど
遠
く
、
地
域
医
療
を
守
る

医
療
機
関
の
経
営
を
守
り
、
患
者

が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
社
会
保

障
制
度
を
作
る
た
め
に
は
、
診
療

報
酬
引
き
上
げ
・
患
者
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
運
動
が
重
要
で
あ
る

と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
か
か
り
つ

け
医
機
能
強
化
」
に
よ
り
、
か
か

り
つ
け
医
の
定
義
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
診
療
科
と
の
格
差
が
生
じ
る

懸
念
や
、
医
科
歯
科
連
携
の
強
化

と
し
て
診
療
情
報
提
供
料
の
歯
科

医
療
機
関
連
携
加
算
の
要
件
が
緩

和
さ
れ
た
が
、
患
者
情
報
や
診
療

方
針
の
共
有
な
ど
連
携
上
の
課
題

は
ま
だ
多
い
、
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
人

が
興
味
を
持
つ
内
容

を
年
に
数
回
開
催
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
小
林
佐

和
枝
先
生
と
助
手
の

先
生
お
よ
び
運
営
に

ご
尽
力
さ
れ
た
兵
庫

県
保
険
医
協
会
の
方

々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

【
姫
路
市　

 

井
上　

和
則
】

で
旅
行
に
行
く
の
は
久
し
ぶ
り
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
城
崎
に
行

く
の
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
と
ド
キ

ド
キ
し
て
い
て
、
実
際
に
行
っ
て

み
る
と
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の
で

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

城
崎
に
着
い
て
す
ぐ
に
食
べ
た

か
に
御
膳
は
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
も
う
充
分
だ
と
思
う
く

ら
い
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
温
泉
街
の
散
策
で
は
美
味
し

そ
う
な
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
売
っ

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
１
月
27
〜

28
日
に
か
け
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
企
画
「
寒
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
ツ
ア

ー
」
を
開
催
。
医
師
・
歯
科
医
師

・
ス
タ
ッ
フ
ら
８
人
が
参
加
し

た
。
整
形
外
科
ふ
く
し
ま
ク
リ
ニ

ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
福
島
奈
那
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

例
年
に
な
い
積
雪
の
た
め
運
休

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
定
通

り
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
は
大
阪
駅
を

出
発
。
京
都
を
過
ぎ
、
滋
賀
へ
入

っ
た
途
端
に
雪
景
色
に
。
広
い
琵

琶
湖
を
眺
め
な
が
ら
の
車
窓
風
景

を
楽
し
み
、
金
沢
に
到
着
。
そ
し

て
新
幹
線
で
富
山
に
着
い
た
頃
は

お
腹
ペ
コ
ペ
コ
。
す
ぐ
に
夕
食
場

所
の
「
割
烹
・
扇
」
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　

お
店
自
慢
の
「
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
づ

く
し
会
席
」
が
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず

は
お
造
り
、「
脂
が
の
っ
て
る
〜

♡
」。
続
い
て
ブ
リ
カ
マ
焼
き
、

「
お
、
大
き
い
！　

美
味
い

♪
」。
さ
ら
に
ブ
リ
大
根
。
そ
し

て
お
か
み
さ
ん
が
真
鍮
鍋
に
地
酒

一
升
瓶
を
逆
さ
に
し
、
一
気
に
注

ぎ
始
め
ま
し
た
。
お
酒
を
沸
騰
さ

せ
そ
こ
で
皆
さ
ん
カ
メ
ラ
の
ご
用

意
。
部
屋
の
電
気
が
消
灯
さ
れ
、

お
酒
に
火
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

静
か
な
青
い
炎
か
ら
メ
ラ
メ
ラ

赤
い
炎
へ
。
驚
く
ほ
ど
火
柱
が
高

い
！　

こ
こ
で
メ
イ
ン
の
ブ
リ
し

ゃ
ぶ
の
登
場
。
す
ご
い
量
！　

天

然
の
寒
ブ
リ
な
の
で
綺
麗
な
赤
に

近
い
ピ
ン
ク
色
で
し
た
。
ア
ル
コ

ー
ル
が
飛
ば
さ
れ
た
お
酒
で
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、「
絶
品
！
」。
豆
腐
・

野
菜
も
た
く
さ
ん
。
そ
し
て
か
ぶ

ら
寿
司
、「
ま
だ
出
て
く
る

の
？
」
と
一
同
驚
き
、
最
後
に
ま

め
の
お
店
で
一
同
お
鮨
・
お
土
産

等
購
入
。
も
ち
ろ
ん
お
酒
も
。
帰

り
の
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

富
山
の
幸
を
堪
能
し
た
楽
し
い

旅
行
で
し
た
。
皆
さ
ま
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
三
田
市
・
整
形
外
科
ふ
く
し
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ス
タ
ッ
フ

 

福
島　

奈
那
】

す
寿
司
、「
も
う
ア
カ

ン
！
」。
満
腹
の
お
腹
を

抱
え
て
お
宿
へ
。
温
泉
で

ほ
っ
こ
り
。

　

翌
日
は
富
山
市
ガ
ラ
ス

美
術
館
へ
。
巨
匠
の
作
品

が
幻
想
的
で
素
晴
ら
し

く
、
ガ
ラ
ス
工
芸
が
お
好

き
な
Ｔ
先
生
は
、「
私
の

は
お
ま
ま
ご
と
ね
…
」。

作
品
に
見
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

お
昼
は
の
ど
ぐ
ろ
の
に

ぎ
り
な
ど
の
富
山
湾
鮨
。

富
山
駅
で
は
Ｋ
先
生
お
勧

し
て
い
る
」
と
す
る

昨
年
の
医
療
経
済
実

態
調
査
結
果
を
示

し
、
安
倍
政
権
の
社

会
保
障
費
抑
制
施
策

に
よ
り
医
療
機
関
が

疲
弊
し
て
い
る
現
状

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

２
０
１
８
年
改
定

で
は
、
紹
介
状
な
く

受
診
す
る
場
合
に
定

額
負
担
を
求
め
る
対

象
病
院
の
拡
大
や
、

入
院
医
療
の
絞
り
込

み
、
在
宅
医
療
へ
の

て
あ
っ
て
、
ど
れ
に
し
よ
う
か

悩
み
ま
し
た
。
買
い
物
も
楽
し

か
っ
た
し
、
城
崎
の
冬
の
街
並

み
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。

　

次
に
行
っ
た
玄
武
洞
で
は
た

く
さ
ん
雪
が
積
も
っ
て
い
て
弟

と
雪
合
戦
も
で
き
た
し
、
美
し

い
風
景
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
最
後
の
酒
屋
さ
ん
で

は
、
私
は
お
酒
が
飲
め
な
い
の

で
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
を
買

っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
る
と
本
当

に
美
味
し
く
て
、
来
て
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
企
画
い
っ
ぱ

い
、
大
満
足
の
一
日
を
過
ご
す

感
想
文

感 想 文

かに料理を食べた西村屋ホテル招月亭で記念撮影

講師の指導のもと、ガウン・手袋などの着脱を練習

今次改定にあたっての政府の狙いを、八木秀満
先生（右奥）が解説し、意見交換した　　　　

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

寒ブリを手に参加者一同で記念撮影（左端が筆者）

明石支部　バスツアー明石支部　バスツアー

雪とかにで
 大満足♪

北阪神支部　新春政策研究会北阪神支部　新春政策研究会

「安上がり医療」で
医療機関疲弊さらに

講
義
と
実
習
で
学
ん
だ

最
新
の
感
染
防
止
対
策

姫
路
・
西
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

姫
路
・
西
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

救命救急センターの活動と地域連携
日　時　４月７日（土）15時～
会　場　洲本市健康福祉館３階会議室
講　師　 県立淡路医療センター副院

長、救命救急センター長
 林孝俊先生

■淡路支部■臨床談話会

患者接遇の基本
～笑顔と心遣いのコミュニケーション～
日　時　４月21日（土）14時30分～
会　場　協会５階会議室
講　師　大手前短期大学　水原道子教授
参加費　1000円（受講証を発行）

■神戸支部■職員接遇研修会

お申し込みは、☎078－393－1801まで

感 想 文

お
酒
で
絶
品
！
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受付期間
４月1日～
6月25日
（9月1日発足）

受付期間
４月1日～
6月25日
（9月1日発足）

受付期間
４月1日～
5月25日
（8月1日発足）

締 切

毎月1日
（翌月1日発足） 締 切

毎月20日
（翌々月1日発足）

２０１８年(平成３０年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（７） 第１８７２号

ご加入条件、お支払い条件、税制上の取り扱い等の詳細については、パンフレットを必ずご確認ください。

春の共済制度普及　まもなくスタート！　 お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805

積立年金 DefL積立年金 DefL

グループ保険 新グループ保険

休業保障制度休業保障制度保険医年金保険医年金

デフエル

個人年金保険料控除もつかえます

保険医協会会員のための助け合い共済制度

保険医協会の一番新しい共済です

医師・歯科医師の
資産形成におすすめ

ライフプランに合わせて自由に組み立て

所得補償保険とセット加入で
保険料を節約できます！

• 個人年金型（個人年金保険料控除型）と
　一般型（一般生命保険料控除型）があります
• 一般型は積立金の一部 払い出しや掛金の中断 ができます
• 受給方法は５～20年の 定額年金や終身年金。または、一括受取も
• 会員医療機関の スタッフも加入OK

• 最高5000万円の高額保障
• 配偶者も1000万円のセット加入OK
• 毎年、高配当を維持　過去24年連続配当！

• 掛金は協会グループ保険
より10％低廉
• 新規加入は70歳までOK
• こども加入特約あり 
（400万円）

掛金負担なしで
先進医療保険の加入OK

（最高1000万円）いつでも増額・減額できます

• 割安な掛金が満期まで上がりません
• 掛け捨てではありません
• 最長75歳まで、730日の充実保障
• 弔慰・高度障害給付あリ
• 自宅療養も対象、代診をおいても給付
• 精神疾患も給付

• 急な出費にも１口単位で解約可能
• 払い込みが困難なときに掛金中断、余裕ができたときに
掛金再開。いつでも受付

加入期間 積立金額（脱退一時金額）

2年 約998,500円
3年 約1,008,900円
7年 約1,052,500円
10年 約1,086,800円
20年 約1,211,300円
30年 約1,351,800円

加入期間 脱退一時金 10年確定年金
基本年金月額

10年 約2,197万円 約193,000円

20年 約2,467万円 約216,000円

30年 約2,771万円 約243,000円

予定利率

％1.259

予定利率

％1.289

デ
フ
エ
ル
く
ん

◎「月払」１口１万円～
◎「一時払」１口50万円～

◎「月払」１口5,000円～
◎「一時払」１口10万円～

「一時払」に100万円加入すると

戻り率
135％

戻り率138％

年金保険
なのに

高い自在性 「一時払」に2000万円加入すると

経費扱いできる保険がいいという方へ

年齢とともに保険
料が上がります

掛金は
上がりません

一般の所得補償保険

年齢とともに
負担の差が
広がります

将来の脱退
一時金分

実質的な
掛金負担

実質的な保険料負担
法人税
節税分

無事故
戻し分

経費計上できる
保険が必ず

得になる訳では
ありません

協会の休業保障制度を基本に、
補償の不足分は所得補償保険をご利用ください！

協会の休業保障制度

で

コストを
下げる
ポイント

コストを
下げる
ポイント

死亡保険は安さが一番。いま話題の
ネット生保の保険料と比べてください。

過去10年平均の配当率は 45％ でした。

グループ保険＋新グループ保険で
大型保障を実現！

協会グループ保険

協会グループ保険
配偶者セット加入

5,000万円
新グループ保険

4,000万円

協会グループ保険

2,000万円
新グループ保険

1,000万円

1,000万円

新グループ保険
配偶者セット加入

1,000万円

最高 9,000万円

最高

配偶者加入も

2,000万円

最高

70歳を超えても

3,000万円
さらに！

さらに！

４月１日
受付開始

締 切 グループ保険＋新グループ保険で

こ
の
よ
う
な
方
に

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがほしい

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい 選

ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

整
理
が
つ
か
な
い

保険医年金

積立年金DefL
（デフエル）

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ちち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

協
会
の
共
済
は
ご
加
入
内
容
を
ま
と
め
て
管
理
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

ドクターをドクターを支支えるえる
保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度

2016年度は上乗せ配当があり、
予定利率と合わせて配当率は
1.361％となりました。

2016年度は上乗せ配当があり、
予定利率と合わせて配当率は
1.467％となりました。 ©2018　 Hyogo Medical Practitioners Association
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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姫路市・松浦診療所　院長　　松浦　伸郎先生講演

中播磨の医療の現状と課題
第34回地域医療を考える懇談会（２月３日）より

図１　兵庫県下の各医療圏の高齢化率と子どもの割合 図２　姫路市内の学区ごとの高齢化率と子どもの割合

図３　姫路市内の学区ごとの年少人口・高齢者人口の相関 図４　中播磨郡部と西播磨から姫路市に流入する救急患者

姫路市の救急医療方策に関する指針より姫路市の現状（統計資料）より

姫路市統計情報より作成兵庫県高齢者保健福祉関係資料より作成

中・西播磨の現状
県下各地域の高齢化率と子どもの割合
　兵庫県の医療圏は10に分けられ、
但馬と淡路の高齢化率（65歳以上）
は明らかに高い（図１）。阪神地域
は生産年齢人口が多いがそれでも高
齢化率は25％を超えている。西播磨
は65歳以上の高齢化率は30％を超え
ており、丹波、但馬、淡路では３分
の１を超えている。
　75歳以上の割合は但馬、淡路で19
％に上る。丹波は18%、西播磨は15
％とそれに次いでいる。14歳以下の
年少人口はいずれの地域も12～14％
と少ない。兵庫県は全体的に少子化
が著明で早急な対策が望まれる。
姫路市内の高齢化率
　図２は、中播磨医療圏の中の姫路
市の高齢化率である。姫路市北部と
中心部で大きく差があることが分か
る。また65歳以上の高齢者は北部地
区では35％以上であるが、東部、中
部、西部はいずれも20％程度と同じ
市内であっても大きく異なる。つま
り北部の前之庄や安富北では３人に
１人が高齢者だが、中心部では、高
齢化率は２割を切る。
　市の北部は65歳以上の割合が中心
部の約1.5倍、75歳以上が２～３倍
程度で、75歳以上が多いことから急
速な高齢化が大問題で、今後数十年
で人口構成が大きく変わることが予
想される。
　年少人口比率と高齢者人口比率を
見ると少子化の進んでいる地域ほど
高齢化率が高くなっており、強い相
関があることが分かる（図３）。姫
路市は、高齢化と少子化対策をセッ
トで早急に行うことが求められる。
　市の北部は平成の大合併で姫路市
に合併された地域で、それに伴い交
通がさらに不便になり、東西の公共
交通機関がないのが現状である。移
動手段が極めて乏しいために医療機
関へのアクセスが難しくなってきて

いるのは明らかである。

夢前町から見た中播磨
　私の医院がある夢前町は福崎町、
市川町中心部まで約７～８㎞。一
方、姫路市街まで直線距離でも15～
20㎞もあり、宍粟市やたつの市まで
とほぼ同距離である。中・西播磨の

ほぼ中央に位置する姫路市の一部の
町であり、交通が極めて不便で鉄道
がなく、南北の高速道路もない。姫
路市との合併により過疎化がさらに
進行、行政サービスが合併前より低
下した。夢前町の北部では高齢化と
過疎化がさらに深刻である。姫路市
と言いながら周辺市町は宍粟市と神
崎郡（神河町・市川町・福崎町）で
あり、今後はこれらの地域とのさら
なる連携も必要である。
　夢前町は姫路の中心部から20㎞程
度離れているが、主な道路が各谷筋
に１本しかない。公共交通機関であ
るバスも本数が少なく、極めて不便
である。しかも各集落からバス停ま
では数㎞あることがしばしばで、す
ぐにバスに乗れるわけではない。経
路によってはバスが１日に数本しか
ない地域もあり、実質的には自家用
車を利用せざるをえない。
　高齢になり自家用車が運転できな
くなったとき、高齢者世帯は若い世
代が町に出て近くに居住していない
場合が多く、往診を要請される場合
が多い。しかし患家までの距離は数
㎞が普通で、時には片道10㎞以上の
ことがある。医療機関は姫路市街地
に集中しており、夢前町内には数軒
しかない。救急体制は姫路市街が担
っているものの、夢前町から市内の
救急病院まで30分以内では搬送でき
ないことも多い。今後は地域全体の

見守りや健診の普及など自治会を中
心とした医療啓発活動が望まれる。

西播磨から中播磨への患者の流出
　2016年度の姫路市への救急患者の
流入は、西播磨圏域から姫路市へ
3767人／年、神崎郡から姫路市へ
805人／年である（図４）。西播磨か
ら中播磨へ26.7％の患者が流出して
おり、西播磨圏域だけで二次医療圏
として完結しているとは言いがた
い。西播磨の医療機関を整備せず
に、中播磨と西播磨の医療圏を統合
して、圏域内で医療を完結できるよ
うに調整するのが県のねらいであ
る。

小児の医療圏域
　兵庫県の小児の中核病院は県立こ
ども病院、県内の大学病院であり、
いずれも遠距離のため、中播磨圏域
は基幹４病院を中心に、また西播磨
圏域は赤穂市民病院を中心にしたシ
ステムが確立している。また各市の
休日夜間急病センターも子供の救急
に十分活用されている。姫路赤十字
病院が小児地域医療センターとして
すでにその役割を担っており、圏域
の変更により小児医療に変化が起こ
ることは考えにくい。
（２月３日、地域医療を考える懇談
会「中・西播磨医療圏の現状・課題と
兵庫県保健医療計画の改定」より）

西区

明石市明石市

相生市相生市
加古川市加古川市

たつの市たつの市

赤穂市赤穂市
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3,767人3,767人 93人93人 805人805人
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　胃癌治療の最近のトピックスと将来展望について概説する。若年者
のピロリ菌感染率低下と除菌治療の普及により胃癌の年齢調整罹患率
は減少しているが、高齢者人口の増加により、患者数そのものはいま
だ微増傾向にある。耐術能の低い高齢患者の周術期を安全に乗り切る
ために、低侵襲な内視鏡手術は有効な手段である。３Dシステムの開
発により、内視鏡手術はより安全に実施できるようになった。近年、
胃癌の好発部位はより口側に移動しており、とくに食道胃接合部に発
生する腺癌が増加している。同様の傾向は本邦のみならず欧米やアジ
アでも見られる。手術困難なこの領域においても内視鏡手術はその威
力を発揮する。さらに、人間の眼や手をはるかに凌駕するロボット手
術も大きな可能性を秘めている。一方、化学療法の選択肢が増え、こ
れまで根治切除できなかったステージⅣ胃癌に対するコンバージョン
手術の機会も増えてきた。こうした医療工学と化学療法の進化を受け
て、胃癌治療は今、Next Stageへ進もうとしている。 【篠原　記】

日　時　４月14日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫医科大学上部消化管外科　主任教授　篠原　尚先生
共　催　第一三共株式会社
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